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『行動変容』につなげる人材育成とは！ 

 2 月 7 日（水戸会場）、2 月 13 日（日立会場）の 2 回に分

けて、人材育成で成果につなげるポイントをお伝えしました

ので、今回その概要をお届けいたします。 

【ポイント１ 研修の目的を明確に】   

 「誰に対してどうなってもらいたいのか」ということが出発点

になります。目的の明確化がピンポイントな研修コンテンツ

につながります。 

 さらに、研修参加にこの目的をしっかりと理解してもらう機

会を作ってから研修をスタートさせましょう。 

【ポイント２ 研修の体系化】 

 思い付きや場当り的に研修を行っている例を見かけます

が、どの階層あるいはグループに、どのようなステップでと

いう研修全体の体系化は必須です。 

【ポイント 3 オーダーメイド型研修の企画を】 

 外部の研修に社員を派遣することも場合によっては、刺激

や気づきをもたらします。しかし、現場への落とし込み、実践

につなげることを考えると『オーダーメイド』で企画することを

お勧めいたします。 

【ポイント 4 継続は力】 

 例えば、同じ 12 時間の研修でも、2 日連続で実施よりも、

1 回 2 時間×6 回（毎月 1 回）シリーズの方が現場での実践

という点ではより効果的です。 

 また、人材育成の手法は必ずしも研修だけではありませ

ん。研修×個別面談×グループディスカッション等組み合わ

せていくことも大切です。学ぶ意識付けを心掛けていきまし

ょう。 

        代表（特定社会保険労務士） 皆川雅彦 

人材育成と共に評価も大切ですね！ 

人材育成で成果につなげるポイントを左記にてお伝えしまし

たが、ここで質問です！ 

「成果」を「評価」することは、スタッフへの●と▲のため 

⇒●と▲は、どんな言葉が入るでしょうか！？ 

 

「成果を評価する」ことは、適正に給与・賞与を決める手法の

ひとつではありますが、当法人が導入している「ES 人事評価

制度」では評価の目的は、「人材育成」と「業績向上」としてい

ます。業種、会社組織によって答えは異なると思いますが、 

「成果」を「評価」することは・・・ 

スタッフへの●「動機づけ」と▲「課題認識」のため、です。 

多くの人事評価制度の流れは半年や一年を通じ、成果を出

したこと、成長したこと、頑張ったことを、大いに良い評価を

し、その結果を伝えることで「動機づけ」につなげます。一方、

達成できなかったこと、まだ身についていないこと、出来てい

なかったことに関しても、しっかりとその理由を伝え、本人に

「課題認識」してもらうことが必要です。 

継続的な『行動変容につながる人材育成』の場があり、こ

こで得た学びや成果を評価してもらう。「この会社は、自分の

やったことをしっかり見てくれている」という体験が、長期的な

モチベーションにつながり、自ら行動を起こすということが増

えてきます。これが「評価による動機づけ」です。「動機づけ」

と「課題認識」が、組織全体で機能していくと、おのずと「人が

育ち（人材育成）」、「業績向上」にもつながっていくのではな

いでしょうか。 

<3 月担当> 

かながわオフィス所長（社会保険労務士） 榎本幸子 
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☛Information ホームページ新たに開設 https：//www.aoi-keiei.com 経営・労務に関する最新情報と近況を公開中！ 

 フェイスブックホームページ(http://www.facebook.com)もアカウント登録するだけの簡単手続きで見ることができます。 

皆川雅彦個人のページのほか、社会保険労務士法人葵経営のページでは、人事労務の生情報をライブ感覚で配信！ 
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月刊 経営･人事労務情報ニュースレター 

Management review 
法改正･助成金の最新情報を社労士 皆川雅彦がお届け! 

社会保険労務士法人 葵経営 

 皆川 雅彦   長瀬 登紀子 

榎本 幸子  吉岡 啓行 

日立 TEL/0294-25-3668 FAX/0294-42-2425 

かながわ TEL/042-711-6003FAX/042-711-6004 

E-mail roumu@aoi-keiei.com 

 


